
in地域をつなぐ
長岡開府400年記念事業

次の百年へ 新しい米百俵

リレー講演会 寺泊

主　　催：
お問合せ：

長岡開府400年記念事業実行委員会、長岡市
〒940-2502 長岡市寺泊烏帽子平1977-8　長岡市寺泊支所 地域振興課 総務係
　　　　　　  TEL:0258-75-3111（代表）  FAX:0258-75-2238（代表）

長岡開府400年公式ウェブサイト
http://www.nagaoka400.jp/

長岡開府400年 検索

講　師 樋口　勲 氏
ひ ぐ ち　　 　　いさお

専攻等 ： 河川防災、地域史、土木史

日時

会場

6月24日6月24日
寺泊文化センター 
3階 大研修室

定員 先着80名 参 加 無 料

申込
方法
聴講を希望される方は、
電話でお申し込みください
長岡市寺泊支所地域振興課　TEL.0258-75-3111

長岡市寺泊磯町
7411－14

午前10：00～11：30（開場9：30） 
日

プロフィール
出身／新潟県十日町市出身
経歴／平成12年3月長岡技術科学大学修士
課程（環境システム工学専攻）修了、同年4月
建設コンサルタント会社入社、平成13年11月
信濃川大河津資料館勤務、平成18年4月より
同館館長補佐、平成23年4月より長岡震災
アーカイブセンターきおくみらい勤務、平成
24年11月より建設コンサルタント会社勤務、
平成26年11月にLove River Net立ち上げ。

信濃川大河津資料館勤務時代に川の素晴らしさに気づ
かされる。以後、任意団体Love River Netの活動等を
通じて、水辺の生きもの観察会や川下り、川でものづくり、
水辺コンサートなど、水辺イベントを多数企画。川巡り
ツアー、川の講演会、防災講座など講師多数。
好きな言葉は「万象に天意を覚る者は幸いなり」。

大河津分水と寺泊
寺泊をはじめとする先人たちが大河津分水の実現にかけた思い。

その大河津分水の建設に情熱をかけた技術者たち。
日本を代表する分水路である大河津分水の歴史と未来を感じる時間。

大河津分水を心に刻むストレッチ体操も教えてもらえます。どうぞお誘い合わせのうえお越しください。

● 大河津分水の計画平面図
● 昔の寺泊が写っている写真・絵葉書

実物資料 （当日会場の一角に展示します）

可動堰可動堰
大河津分水路には可動堰が、信濃川には洗堰
が建設され、連携し稼動することで、洪水被害を
防ぎ、必要な水を供給します。

大河津分水路には可動堰が、信濃川には洗堰
が建設され、連携し稼動することで、洪水被害を
防ぎ、必要な水を供給します。

上空からみた
河口
大きくゆったりと流
れる日本一の大河
信濃川。その水を分
かつ大河津分水路。
100年前の工事に
は寺泊からも多く
の人々が従事しま
した。

演 

題


